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1993年 冷害 に及 ぼ した土壊′ 施 肥管 理 の影 響
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1  は  し め に

1993年の稲作は,7～ 8月 の観測史上第 1位の低温によ

る障害不稔多発の結果,岩手県では作況指数30の著しい不

良となった。この冷害に及ぼした土壌,施肥管理の影響を,

岩手農試での各種土壌,施肥管理試験の結果から71Fした。

2試 験 方 法

0)土壌型と共通施肥 :岩手農試本場 (多湿黒ボクD :
基肥10,追肥 (-60,-25日 )2聴 N/10a。 県南分場
(褐色低地土):基肥 4 kgN/10a,追肥なし。

12)供試品種と圃場 :本場 (あ きたこまち)A:窒素施
llE試験圃,B:要素反応試験圃,C:定圃場,D:作況風
県南分場 (ササニシキ)E:要素反応試験圃。有機物はA
圃場以外連用。 4要素はBが消石灰残効,Eが ケイカル連

用。

3)調査項目:水稲は,収量,分解,不稔歩合を調査。
上壌は作土の30℃培養態窒素を測定。

表 1 圃場による有機物効果の違い (無窒素以外は試
験方法の共通施肥)

3 試験結果及び考察

表 1に示した各種有機物試験結果では,圃場により堆厩

肥などの有機物施用効果が異なった。収量 (玄米重 :17

mm飾)に対する牛厩肥施効果の認められる圃場は,本場の

要素試験圃場のみで,籾数は26万粒以下,作土の培養窒

素は10mg/1008以下のレベルであった。本圃場は小面

積のため代かきが不完全で耕盤層がなく,漏水による地力

低下田である。それ以外の圃場では本分場とも牛厩肥施用

は穂数,籾数を増大させ,その結果として不稔も増大し,

減収となっている。この影響は牛厩肥多施用ほどおおきかっ

た。しかし有機物でも稲わら施用は不稔による減収も少な

かった。堆厩肥と冷害との関係は各種論議がなされてきた

が ),本試験では被害軽減に有効とのこれまでの一般的見

解とは逆の傾向となった。

図 1に は減数分裂期前後の稲体窒素濃度と不稔の関係を

示した。本場のあきたこまちも,県南分場のササニシキも

牛厩肥多施用圃場や追肥を多くした圃場ほど減数分裂期の

稲体窒素濃度が高まり,不稔が増大する傾向がみられた。

ただしこれらの窒素濃度は他年次より高くはなかった。

表 2に は窒素施肥試験結果を示した。共通処理は基肥N
10kg/10aと -60日 追肥N2峰/10aで ある。全体的に牛
厩肥施用区は不稔歩合が大きく,穂数,籾数も大きい傾向

がみられた。収量と処理の関係を数量化 I類で解析し,図
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表2 窒素施肥の影響 (A圃場)
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図 1 減数分裂期窒素濃度と不稔歩合
(S:ササニシキ, K:あ きたこまち)

図3 穂数と不稔歩合
(S:ササニンキ, K:あ きたこまち)

2に示した。最大要因は牛厩肥の有無であつた。追肥処理

については,-25日 ,-15日 の追肥がいずれも不稔を増や

してマイナス,+5日の穂揃期追肥は逆にブラスとなった。
-25日や-15日の穂肥は籾数増を目的とするが,こ れが稲

体窒素濃度を高め,花粉の低温抵抗性を弱めたと考えられ

る。しかしその程度は牛厩肥施用に比して小さかった。

次に他の試験結果も加え全体的に1998年の冷害の影響を

考察する。不稔は,穂数,♂籾数と正の,登熱歩合と負の

相関が見られた (図 3, 4)。 これは穂数,籾数等のシン

ク増大が登熟歩合低下につながる,一般年と同様の関係が

1993年は極端に現れたものと考えられる。しかし図 5に示

したようにイ籾数と玄米収量 (あ きたこまち)の関係を他

年次と比較すると,1993年の最適籾数は平年よりかなり低

く,冷害強度が極めて強烈なものであったことを示してい

る。

4 ま と め

1993年の冷害で,牛厩肥施用は,培養窒素10mg以上の

通常田では籾数増を上回る不稔増により減収となったが ,

培養窒素10mg以下の低地力田では不稔が少なく,施用効

果が認められた。稲わら鋤込は牛厩肥よりも不稔への影響

が小さかった。

図4 登熟歩合と不稔歩合
(S:ササニシキ,K:あ きたこまち)

図 2 処理と収量 (M:牛厩肥,
-15:減分期追肥, +5:

-25:幼穂形成期追肥,
穂揃期追肥)

“

図5 総籾数と玄米収量 (1 9om)の 関係

施肥管理では,通常基肥の場合,穂肥が不稔増大と減収

につながったが,穂揃期追肥の影響は小さかった。

不稔は穂数や籾数とも大きく関係したが,他年次との比

較で1993年の最適籾数は平年よりかなり低かった。
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